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今回のテーマ：賞与は絶対に支払ないとダメ？！ 

Ｑ．賞与についてですが、毎年、７月と１２月に支払っています。経営が厳しいのですが、

絶対に支払わないとダメなのでしょうか？  

 

Ａ．賞与の考え方についてですが、３種類あると言われています。①利益の従業員への分配 

  ②組織への貢献に対する報償 ③生活給の一部（給料の後払い）などです。 

ところで行政通達によると賞与は「定期または臨時に、原則として労働者の勤務成績に

応じて支給されるものであって、その支給額があらかじめ確定されていないもの」（昭２２．

９．３発基１７号）とされています。ゆえに、この通達からすると賞与を必ずしも支払う

義務はないといえます。 

  あとは、賃金規程に賞与についてどのように記載されているのかにより、支給義務があ

るかないかが問われます。たとえば、「賞与は、原則として夏季および冬季に支給する。た

だし、勤務成績および経営事情によっては支給しないことがある」と記載されていれば支

給義務はないと思われます。ただし「賞与は基本給の２か月分を支払う」などと賞与額が

明確にされている場合は支給義務があると言えます。 

 

     賃金規程にどのように記載されているかがポイント！ 
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HP   http://www.office-kojitani.com/  
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執筆者プロフィール 

滋賀県内外約４００社の企業を指導する中で培った人事労務の実務経験をベースにした

セミナーは分かりやすく、実践的であると大好評。最近では、「マイナンバーセミナー」に

て新聞・テレビなど、多くのマスコミの取材を受ける。セミナーはもちろん、雑誌への執筆

なども積極的に行っている。 

日本経営協会、商工会議所、商工会、大学などで、年間約８０回以上のセミナーを行う。 

 労務相談はお気軽に協会までご連絡ください！  
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